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こ
の
計
器
は
一
台
で
十
八
成
分
も

の
異
な
る
観
測
が
出
来
る
の
で
す
。

深
度
１
０
３
０
ｍ
の
と
こ
ろ
に
設

置
し
観
測
し
ま
す
。
図
の
右
下
に

ボ
ア
ホ
ー
ル
の
掘
削
と
計
器
設
置

の
た
め
の
櫓
（
や
ぐ
ら
）
の
写
真

を
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
地
殻
活
動

の
総
合
観
測
で
は
世
界
最
深
で
最

新
の
ボ
ア
ホ
ー
ル
観
測
で
す
。
現

在
、
こ
の
よ
う
な
観
測
が
出
来
る

の
は
日
本
だ
け
で
す
。
気
象
庁
、

産
業
技
術
総
合
研
究
所
や
大
学
な

ど
で
も
採
用
さ
れ
、
東
海
地
震
、

東
南
海
地
震
や
南
海
地
震
そ
の
他

の
研
究
の
た
め
に
有
効
な
記
録
を

蓄
積
し
て
い
ま
す
。
図
の
下
に
は

屏
風
山
ボ
ア
ホ
ー
ル
観
測
点
（
深

度
１
０
２
０
ｍ
）
の
歪
計
で
記
録

し
た
、
二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
十

六
日
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
の
記
録

の
一
例
で
す
。
震
央
距
離
が
約
６

５
０
０
㎞
と
遠
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
き
な
振
幅
の
地
震
波
が
観

測
で
き
て
い
ま
す
。
如
何
に
観
測

計
器
の
感
度
が
よ
い
か
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。
地
震
波
形
を
解
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
断
層
の
運
動
や

地
殻
構
造
に
関
す
る
情
報
を
得
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

地
震
予
知
研
究
と
今
後
…
地
震

を
予
知
す
る
た
め
に
は
地
震
の
大

き
さ
、
場
所
、
時
期
を
知
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
大
き
さ
と

場
所
は
大
体
見
当
を
つ
け
る
こ
と

が
出
来
ま
す
が
、
時
期
を
正
確
に

知
る
こ
と
が
最
も
困
難
な
こ
と
で

す
。
日
本
の
よ
う
に
社
会
シ
ス
テ

ム
が
高
度
に
進
み
、
組
織
化
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
予
知
の
失

敗
に
よ
る
社
会
的
影
響
や
経
済
的

損
失
が
大
き
く
、
高
い
精
度
が
要

求
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
今
後
、
地

下
深
部
で
の
感
度
の
良
い
観
測
に

よ
っ
て
、
プ
レ
ー
ト
の
運
動
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
巨
大

地
震
の
発
生
過
程
が
解
明
さ
れ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
文
部
科

学
省
の
科
学
技
術
政
策
研
究
所
が

多
く
の
学
者
の
考
え
を
調
査
し
、

二
〇
〇
五
年
に
公
表
し
た
報
告
書

「
我
が
国
に
お
け
る
科
学
技
術
の

状
況
と
今
後
の
発
展
の
方
向
性
」

に
は
、
重
要
な
科
学
技
術
に
関
す

る
予
測
年
表
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
震
火
山
に
関
連
し
た
予
測

が
い
く
つ
か
あ
る
中
で
「
プ
レ
ー

ト
境
界
地
震
と
内
陸
地
震
各
々
に

つ
い
て
Ｍ
７
以
上
の
地
震
発
生
の

切
迫
度
（
場
所
と
時
期
）
を
人
的

災
害
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
高
精

度
で
予
測
す
る
技
術
」
に
関
す
る

社
会
的
適
用
の
予
測
時
期
は
、
二

〇
三
〇
年
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
同
様
の
考
え
で
す
。
天
体
の

運
行
を
正
確
に
計
算
で
き
る
よ
う

な
地
震
予
知
は
困
難
で
す
が
、
災

害
軽
減
に
役
立
つ
実
用
的
な
地
震

予
知
は
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地

震
予
知
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

災
害
に
強
い
日
本
に
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
研
究
す
る
こ
と

は
、
日
本
で
最
も
国
際
貢
献
の
出

来
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に
…
日
本
の
夢
の
一
つ

は
地
震
を
予
知
す
る
学
問
・
研
究

を
完
成
す
る
こ
と
と
私
は
確
信
し

て
い
ま
す
。
大
学
に
勤
務
し
て
以

来
、
一
貫
し
て
地
震
お
よ
び
地
震

予
知
に
関
連
し
た
研
究
に
携
わ
る

こ
と
が
出
来
て
い
る
こ
と
は
、
学

者
冥
利
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私

は
時
折
漢
詩
を
作
り
ま
す
が
、
そ

の
中
に
「
長
大
熱
情
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
詩
が
あ
り
ま
す
。
今
も

こ
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
い
る

つ
も
り
で
す
。
若
い
皆
さ
ん
も
自

分
の
進
む
べ
き
道
を
見
つ
け
て
信

念
と
強
い
意
志
で
進
ん
で
く
だ
さ

い
。
今
年
は
秋
高
を
卒
業
し
て
五

十
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
に
秋

高
の
広
報
誌
に
一
文
を
書
く
機
会

を
得
た
の
は
感
慨
も
ひ
と
し
お
で

す
。
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